
 

健康診断で病気や異常の疑いがあった場合は早めに受診してください。病院へ

行くときには「〇〇検診結果のお知らせ」を持っていき、病院でお知らせの下の

部分を書いていただき、学校に提出してください。学校では集団健診のため、か

かりつけ医にて「異常なし」という診断がある場合があります。1 年に 1 回の健

康チェックとしてご承知おきください。 

 

 

 

 

 

 

新学期が始まり、１か月が経ちました。学校では、少しずつ新しい学年に慣れて、毎朝元気に登校するこども

たちの様子が見られます。ご家庭でもしっかりと食事、睡眠をとり、毎朝の健康チェックを行っていただきます

ようお願いいたします。また、連休明けは、大人もこどもも疲れやすくなったり、不安な気持ちになったりする

ことがあります。お子さんの声や体調の変化に気付き、意識して話をしてみてはいかがでしょうか。お子さんの

様子に変化がみられた時は、学校にもご相談ください。 

 

 

 

 

  

 

 

 

シーンに合わせた水分補給を！！ 
 

急に暑い日が多くなってきました。「熱中症予防のために、いつもスポーツドリンク

で水分補給をしている」という人はいませんか？運動等でたくさん汗をかいたときは、

失った塩分を補うためにスポーツドリンクがおすすめです。糖分も入っているのでエ

ネルギー補給にもなります。しかし、飲みすぎると塩分や糖分の取りすぎになってしま

います。普段の水分補給には、水かお茶が最適です。学校には、水かお茶を入れた水筒

をご準備ください。また、「のどが渇いたな」と感じたら、既に水分が足りていない状

態です。のどが渇く前から意識してこまめに水分をとる習慣を付けておきたいですね。 

 

学校で熱中症や脱水症状などが疑われる症状が出た場合には、各自の水筒や水道水で水分補給を行います

が、症状が改善されない際に経口補水液（OS-1）を使用することがあります。アレルギーやご家庭の方針で

使用をしたくない場合は事前にお知らせください。 

 

 

 

日程 検査項目 持ち物等 日程 検査項目 持ち物等 

1 日 心臓検診(１年) 

内科健診(２・５年) 

体育着 １５日 尿検査２次 

眼科健診(４～６年) 

朝一の尿 

めがね(使用者) 

８日 視力検査(１年) めがね(使用者) １６日 尿検査２次追加 忘れた人 

９日 耳鼻科健診(１・６年)  ２１日 歯科健診(３・４年) 歯磨きを忘れずに 

１２日 内科健診(１・６年) 体育着 ２２日 眼科健診(１～３年) めがね(使用者) 

１４日 歯科健診(５・６年) 歯磨きを忘れずに ２８日 歯科健診(１・２年) 歯磨きを忘れずに 

保護者の方へ 

令 和 ７ 年 ４ 月 ３ ０ 日

大 田 区 立 矢 口 小 学 校 

校  長   関  眞 理 子 

養護教諭  笹渕  明日香 

 

大きな流行はありませんでしたが、「お腹の風邪」や「胃腸炎症状」で欠席している人が数名出ていまし

た。感染性胃腸炎は感染力も高く、家庭でも感染しやすい疾病です。下痢や嘔吐が続いたら、登校を控え、

しっかり食事がとれるまで自宅でゆっくり休養してください。 

＊４月の感染症情報＊ 
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【1、2年生
ねんせい

…9時
じ

ころ】 

【3、4 年生…9時半
じ は ん

ころ】 

【5、6 年生…10時
じ

ころ】 までには眠
ねむ

れるように準備
じゅんび

していきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 


